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        ＜連絡先＞ 

担 当 部 署 名        徳島市経済部農林水産課 

所 在 地        徳島県徳島市幸町２丁目５番地 

電 話 番 号        ０８８－６２１－５２５２ 

Ｆ Ａ Ｘ 番 号        ０８８－６２１－５１９６ 

メールアドレス norin_suisan@city.tokushima.lg.jp 
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１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域 

 対象鳥獣  イノシシ・サル・シカ・ハクビシン・アラ

イグマ・カラス・カモ・カワウ・ドバト 
 計画期間   平成２７年度～平成２９年度 

 対象地域  徳島県徳島市 

 

２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針 

（１）被害の現状（平成２５年度） 

鳥獣の種類 
被害の現状 

品 目 被害数値 

イノシシ 果樹（みかん等） 

野菜（馬鈴薯、筍等） 

水稲 

しいたけ 

土地損壊・人身危険 

253万円、0.4ha 

105万円、0.48ha 

104万円、1.1ha 

60万円、0.02ha 

－ 

サル 果樹（栗等）、野菜 

人身危険 
－ 

シカ 果樹（みかん等） 46万円、0.08ha 

ハクビシン 果樹、野菜 32万円、0.1ha 

アライグマ － － 

カラス 果樹、野菜 

糞害・汚損 
－ 

カモ 野菜（ブロッコリー等） － 

カワウ あゆ 1000万円 

ドバト 糞害・汚損 － 

計 1,600万円、2.18ha 

 

（２）被害の傾向 

イノシシ）山地とその周辺全てが生息域であり、食害や土地損壊など。市

内中心部の眉山周辺での出没情報が増加し、土地損壊や人身危険などの

被害が増加している。 

 

サル）神山・佐那河内から市南部の山間地域に周遊。一宮を中心とする上

八万地区、八多を中心とする多家良地区にて大きな農業・生活被害。10

0頭を超える群れもおり、人慣れも進んでいる。 

 

シカ）数年前と比べて生息域が拡大。町村境周辺では果樹や苗木の食害が

激化している。 
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ハクビシン）山間部だけでなく、市街地にも進出。果樹や野菜の食害だけ

でなく、民家の屋根裏や軒下での糞害や騒音被害なども多発している。 

 

アライグマ）徳島市を含め、周辺地域にも目撃・捕獲例があり、潜在的に

生息していると思われるが、存在を確認できていない。 

 

カラス）眉山や南部の山間部をねぐらとし、吉野川沿岸地域の野菜や、南

部地域の果樹の食害など。市街地での滞留による糞害、人慣れによるい

たずら被害も増加している。 

 

カモ）吉野川沿岸において葉菜類、養殖ノリ等の食害被害。 

 

カワウ）吉野川・勝浦川に生息。あゆ等への食害。 

 

ドバト）都市部に生息。建築物に営巣して糞害による被害。 

 

 
（３）被害の軽減目標 
  被害面積 

指標 現状値（平成２５年度） 目標値（平成２９年度） 

イノシシ 2.0ha 1.8ha 

シカ 0.08ha 0.07ha 

ハクビシン 0.1ha 0.09ha 

計 2.18ha 1.96ha 

 
  被害金額 

指標 現状値（平成２５年度） 目標値（平成２９年度） 

イノシシ 524万円 472万円 

シカ 46万円 41万円 

ハクビシン 32万円 28万円 

カワウ 1,000万円 900万円 

計 1,600万円 1,441万円 
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（４）従来講じてきた被害防止対策 

 従来講じてきた被害防止対策 課題 

捕獲等に

関する取

組 

・市と地区猟で有害鳥獣捕獲に

関する委託契約を締結し、捕獲

班員３０～４０名が市内一円

にて通年で捕獲活動 

・国補の交付金を活用し、市の

鳥獣協議会がイノシシ用の捕

獲オリ等を３０基程度購入し、

地区猟捕獲班等が運用 

・市や協議会で小動物用の捕獲

オリを各２、３基購入し、建物

内における小動物捕獲許可の

際に併せて貸出 

・猟期の猟区以外は通年で捕獲活

動を行いたいが、地区猟から狩猟

への配慮を求められ、効果的に活

動できていない 

・特に市中心部の眉山保護区にお

ける捕獲活動について捕獲オリ

が不足気味 

・有害捕獲におけるくくり罠の使

用は禁止しているが、シカ捕獲用

に必要だと考えられる 

防護柵の設

置等に関す

る取組 

・Ｈ２５より国補の交付金や市

単補助等を活用し、市内２４地

区等で総延長４５ｋｍ程度の

侵入防止柵を設置 

・市内全域で侵入防止柵の需要は

あると考えられるが、必須となる

地元住民の意識醸成が不十分 

鳥獣のモニ

タリングに

関する取組 

地元住民や猟友会員からの聞

き取り等により、鳥獣の出没頻

度や生息量などについて推測 

特にサル対策として必要な、発信

機による行動モニタリングにつ

いて、現場人員確保が必要 

 
（５）今後の取組方針 

 まずは地域における侵入防止柵の設置及び維持管理。やる気のある地区

への設置は一巡したので、知識の啓蒙と需要掘り起しに努める。その次の

ステップとして、さらにやる気のある地区での集中的な事業により、緩衝

帯などの生息環境管理やICTを活用した先進的施策を進める。 

 サル対策については、次のステップとして発信機による群れの継続的な

モニタリングと悪質性の高い個体を選別しての個体数管理が必要なので、

発信機設置のための捕獲と、そのための現場人材雇用の体制整備及びその

準備に努める。 

 捕獲活動については、全体の効率的な個体数減少の観点から、その地域

で捕獲しやすい場所での捕獲に努め、個別の被害対応は侵入防止柵の設置

を推奨する。また、地区猟とも折衝を進め、より効率的な捕獲体制の整備

を目指す。 

 最後に、市の広報紙や地元CATV局等を活用し、鳥獣被害の存在及び市の

姿勢の周知、なにより役所内での問題意識の醸成を図り、最終的には自然

環境の管理という大局的な観点からの行政対応を求めていく。 
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３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項 

（１）対象鳥獣の捕獲体制 

徳島地区猟友会と委託契約を結び、有害捕獲・個体数調整を実施する。 

個人捕獲許可、農業者のわな免許取得の補助、国補での侵入防止柵設置に

附帯する捕獲オリの導入を組み合わせた、地域での捕獲体制の整備。 

 

（２）その他捕獲に関する取組 

年度 対象鳥獣 取組内容 

２７ 

 

イノシシ

・シカ 

国補の交付金を活用した捕獲機材の導入 

２８ 

 

イノシシ

・シカ 

国補の交付金を活用した捕獲機材の導入 

２９ 

 

イノシシ

・シカ 

国補の交付金を活用した捕獲機材の導入 

 

 

（３）対象鳥獣の捕獲計画 

 捕獲計画数等の設定の考え方 

イノシシ・シカについてはそれぞれ県作成の特定鳥獣保護管理計画に基づ

き、その他鳥獣は鳥獣保護事業計画に基づき、直前3カ年の有害捕獲実績数

の平均値と増減傾向をもとに設定。 

 

 

対象鳥獣 

 

捕獲計画数等 

   ２７年度   ２８年度   ２９年度 

イノシシ ２００  ２００  ２００  

サル  ５  ５  １０  

シカ ２０  ３０  ４０  

ハクビシン １０  １０  １０  

カラス １００  １００  １００  

カモ ２０  ２０  ２０  

カワウ ５０  ５０  ５０  

ドバト ２０  ２０  ２０  
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 捕獲等の取組内容 

（イノシシ）猟区は夏季のみ、眉山・月ノ宮保護区は通年で

捕獲オリによる有害捕獲で対応。 

（サ ル） モニタリングの後、悪質性の高い個体を選別し

て捕獲。 

（シ カ） 銃器を用いて有害捕獲及び個体数調整で対応。

有害捕獲でのくくり罠の解禁も検討する。 

（カラス） カラス檻で予察捕獲。 

（カ モ） 銃器を用いて有害捕獲で対応。 

（カワウ） 銃器を用いて有害捕獲で対応。 

（ドバト） 駆除業者に対する有害捕獲許可で対応。 

 

（４）許可権限委譲事項 

対象地域 対象鳥獣 

  

 

４．防護柵の設置その他の対象鳥獣の捕獲以外の被害防止施策に関する事項 

（１）侵入防止柵の整備計画 

対象鳥獣 

 

整備内容 

２７年度 ２８年度 ２９年度 

イノシシ 

シカ・サル 

侵入防止柵 
15,000ｍ 

侵入防止柵 
15,000ｍ 

侵入防止柵 
15,000ｍ 

 

（２）その他被害防止に関する取組 

年度 対象鳥獣 取組内容 

２７ 

 

サル 

全鳥獣 

モニタリング体制の検討・準備 

広報・講習会等による対策の普及啓発活動 

２８ 

 

サル 

全鳥獣 

モニタリング体制の整備 

広報・講習会等による対策の普及啓発活動 

２９ 

 

サル 

全鳥獣 

モニタリング体制の整備・運用 

広報・講習会等による対策の普及啓発活動 
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５．被害防止施策の実施体制に関する事項 

（１）被害防止対策協議会に関する事項 

被害防止対策協議会の名称 徳島市鳥獣被害対策協議会 

構成機関の名称 役割 

徳島市農林水産課 事務全般 

徳島地区猟友会 有害捕獲・個体数調整 

徳島県東部農林水産局 鳥獣被害対策に対する指導 

ＪＡ徳島市 農作物の被害状況・捕獲機器の情報提供 

徳島中央森林組合 森林被害の状況報告 

鳥獣保護員 有害捕獲の現地確認 

 

（２）関係機関に関する事項 

関係機関の名称 役割 

  

 

（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項 

平成２６年１月１７日に設置。 

 

 

（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項 

該当なし。 

 

 

６．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項 

イノシシ・シカは埋設及び自家消費。 

サル・カラス・鳥類は埋設及び焼却。 

 

 

７．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項 

該当なし。 

 

 


